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４月

広がる学びへ(8)
・見えないだけ
・アイスプラネット
・枕草子
・多様な方法で情報を集めよう
書写　行書と楷書の違い①(2)

・詩を読み、表現の特徴や題名に込められた作者の思いを捉える。
・文学的な文章を読み、登場人物の言動に着目して、人物の関係や心情の変化を
捉える。
・古典を含む文章を朗読し、作者の季節に対するものの見方や感じ方を捉える。
・多様な方法で情報を集めながら、自分の考えをまとめ、構成を考えて書く。
・互いの作品を読み合い、構成のしかたや情報の活用のしかたなどについて助言
し合い、自分の考えを広げる。
・熟語の構成について理解する。
・形や方向の変化に気を付けて書く。

○ ○ ○

多様な方法で発表する材料を集め、聞
き手を意識して材料を整理し、分かり
やすい説明ができる。調べて書くため
の方法を理解している。
 描写に着目して、その意味や内容につ
いて解釈している。未知の語に出会っ
た時、熟語の構成を考え、語義を推測
する方法を身につけている。

５月

広がる学びへ/多様な視点から(12)
・クマゼミ増加の原因
・魅力的な提案をしよう
書写　行書と楷書の違い②(2)

・説明的な文章を読み、文章の構成や事実と考えの示し方に着目して、説明のし
かたの特徴を捉える。
・資料や機器を活用し、写真や図表などと言葉を効果的に組み合わせて自分の考
えを説明する。
・さまざまなメディアの特徴について理解し、活用のしかたや注意点について知
識を深める。
・点画の連続や筆順の変化に気を付けて書く。

○ ○ ○

多様な方法で発表する材料を集め、聞
き手を意識して材料を整理し、分かり
やすい説明ができる。正確に印象深く
伝わる構成を考えながら、スピーチ･メ
モを作っている。問題意識を持って考
えと根拠を吟味し、自分の考えと比較
することができる。類義語、対義語、
多義語について系統的に理解してい
る。

６月

情報社会を生きる/言葉と向き合う(16)
・メディアを比べよう
・メディアの特徴を生かして情報を集めよう
・新しい短歌のために
書写　行書と仮名①(2)

・短歌と解説文を読み、短歌の形式や表現の工夫を知るとともに、それぞれの歌
に込められた作者の心情や情景を理解する。
・心情や情景が伝わるように、描写を工夫して短歌を創作する。
・行書に調和する平仮名の筆使いや字形に気を付けて書く。

○ ○

段落構成から論理展開や文章展開を捉
えることができる。

７月

言葉と向き合う(12)
・短歌を味わう
・言葉を比べよう
・言葉の力
書写　行書と仮名②(2)

・「気持ちを表す言葉」を取り上げて、意味や用例の共通点と相違点について考
え、語感を磨く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・随筆を読
み、「言葉の本質」についての筆者の考えを読み取り、言葉に対する自分の考え
を深める。
・行書と平仮名調和に気を付けて書く。 ○

選んだ短歌一首について、読み取った
ことや想像したこと、表現の工夫な
ど、鑑賞したことをまとめている。
言葉の選択を経て短歌などの表現が生
まれることの意義を理解している。
語の意味、語の分類法、語種について
系統的に理解し、語を適切に使う力を
身につけている。

２
学期

９月

人間のきずな(12)
・盆土産
・字のない葉書
・表現を工夫して書こう
書写　行書と仮名③(2)

・文学的な文章を読み、作品の構成や登場人物の描写に着目して、人柄や心情を
捉える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・伝えた
い気持ちや用件を明確にし、効果的に伝わるよう表現や構成を工夫して手紙を書
く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・説
明的な文章を読み、文章の構成や論の展開に着目して、筆者の主張を捉える。
・行の中心や、漢字と仮名の大きさ、行頭末の位置など配列を整えて書く。

○ ○ ○

手紙の基本的な書き方を知り、相手や
目的に応じた手紙を書くことができ
る。文脈に即して、表現の細部の意味
を理解している。伝えようとする情報
の意図にふさわしい文体があることを
理解している。

・授業への取り組み
・ノート
・作文、感想文
・発表
・定期考査
・課題テスト
・小テスト
・書写作品

１０月

論理を捉えて(16)
・モアイは語る
・根拠の適切さを考えて書こう
・立場を尊重して話し合おう
書写　楷書と行書①(2)

・説明的な文章を読み、知識や体験と関連付けて自分なりの考えをもつ。
・行の中心や行間、行頭末等の配列を確かめながら書く。

○ ○ ○

作品に描かれている情景や作者の心情
を味わいながら音読し、作品の内容を
正確に捉えている。音読・朗読･暗唱の
工夫の仕方を理解している。

１１月

いにしえの心を訪ねる(16)
・音読を楽しもう　平家物語
・扇の的―「平家物語」から
・仁和寺にある法師―「徒然草」から
・漢詩の風景
書写　楷書と行書①(2)

・古典（古文）を含む文章を朗読し、作品独特の調子やリズムに慣れ、作品を読
み味わう。
・登場人物の言動から心情を考え、そこに表れた価値観に対して、自分なりの考
えをもつ。
・古典（漢文）を含む文章を朗読し、それぞれの漢詩に描かれた季節、情景、作
者の心情を読み味わう。
・目的や場面に応じて行書と楷書を使い分けて書く。

○ ○ ○

作品に描かれている情景や作者の心情
を味わいながら音読し、作品の内容を
正確に捉えている。音読・朗読･暗唱の
工夫の仕方を理解している。

１２月

価値を語る(16)
・君は「最後の晩餐」を知っているか
・魅力を効果的に伝えよう
・月夜の浜辺
書写　楷書と行書②(1)

・説明的な文章を読み、語句や表現の工夫に着目して、筆者の絵画の見方につい
て読み取る。
・自分の意見と根拠を明確にして、効果的に伝わるよう文章構成を工夫して書
く。
・詩を読み、表現技法や連の構成などの表現のしかたに着目し、情景や作者の感
じ方を捉える。
・行の中心や行間、行頭末等の配列を確かめながら書く。

○ ○ ○ 文章構成に沿って筆者の主張を理解し
ている。

１月

読書に親しむ(12)
・研究の現場へようこそ
・日本に野生のゾウやサイがいた頃
・クモの糸でバイオリン
書写　楷書と行書②(2)

・研究に関する本の魅力を感じ、積極的に読書の幅を広げる。
・自分の知識や経験と結び付けて感想を交流する。

○ ○ ○

教材分を自分の知識や経験とむすびつ
けて読み、感想を伝えている。教材分
を通して研究者の考え方や探究心に触
れ、研究にかかわるさまざまな本を読
もうとしている。

２月

表現を見つめる(12）
・走れメロス
・構成や展開を工夫して書こう
書写　生活を豊かにする文字①(2)

・文学的な文章を読み、心情を表す語句や、登場人物の言動の意味などを考え、
人物像の変化を捉え、作品を読み深める。・自分の体験の中から題材を探し、場
面の様子や気持ちの変化が効果的に伝わるように、描写や構成を工夫して書
く。・説明的な文章を読み、抽象的な語句に注意しながら、事例と主張の関係を
考えて内容を理解する。・一年間の学習を振り返り、報告書をまとめる。・詩を
読み、一つ一つの言葉の意味を考えながら作者が詩に込めた思いを捉える。

○ ○ ○

自分が感じたこと・考えたことを伝え
るさまざまな表現法を身につけてい
る。表記の工夫やキーワードを捉えて
読解を深めている。さまざまな言葉の
意味・用法・背景について理解してい
る。

３月

表現を見つめる（６）
・国語の学びを振り返ろう
・木
書写　生活を豊かにする文字②(2)

・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使うことができる。
・伝えたいことがわかりやすく伝わるように、段落相互の関係などを明確にし、
文章の構成や展開を工夫することができる。
・詩を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりすることができる。

○ ○ ○

印象的な言葉や文章を書くには、言葉
の吟味が必要であることを理解してい
る。多様な語句について理解を深める
と共に、語彙に関心を持っている。

※　生徒の習得状況に合わせ、進度の変更や教材の追加を行うことがあります。
※　教科書と副教材を取り扱う割合は、おおよそ教科書２に対して副教材１の割合です。

３
学期

・授業への取り組み
・ノート
・作文、感想文
・発表
・定期考査
・課題テスト
・小テスト
・書写作品

・授業への取り組み
・ノート
・作文、感想文
・発表
・定期考査
・課題テスト
・小テスト
・書写作品

※　指導計画には言語事項の「書写」を含みます。

・授業への取り組み
・ノート
・作文、感想文
・発表
・定期考査
・課題テスト
・小テスト
・書写作品

２
学期

月学期

１
学期
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